
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

センジュ

オートマトン

ステーシー

ステーシー

11

絶望

0

煉獄

9
β64- 首吊り

β42- 切り捨て

ネタバレ>>　　　　　　　いきてた

ネタバレ>>　　　　　　　街

ネタバレ>>　　　　　　　祭り

ネタバレ>>　　　　　　　少女たち

ネタバレ>>　　　　　　　研究所

最果p36参照

最果p35参照

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自分の首に縄をまいて、縛る。足元の箱を蹴飛ばそうとした瞬間。バンっと音を立てて扉があく。驚いたように目を見開いた＊は光の速さで武器を抜いて。次の瞬間、足元がふらついて箱から落ちる私と、切られた縄を見ながら、彼女は、大粒の涙を流して私に怒りかかったっけ。 ＊のことは何となくしか思い出せず、名前も記憶にない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この町は私が勤めるこの研究所のおかげで発展した街だ。研究長の「一つでも多くの病気を解き明かす」の考えに賛同した研究者が多く、街は健康そのものだった。曰く、研究長の娘さんが病気がちで、それを治すためらしいけれど…いつか治せたらいいな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今日は、研究長は忙しくて、アンヘルを祭りに連れていけない。どうしたものかと思っていると、＊が、「…そうだ、せっかくだからフルールもレクチェもつれてお祭りに行こう。」って。禁止されてるのに。でも、私も同じ気持ちだったから、私も一緒に二人を連れ出した。ちょっとの時間だけれど、とっても楽しかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究所には、所長の娘のアンヘル、それから仲の良いフルール、レクチェが住んでいた。後からアレルという子も入ってきて、みんなで生活していた。時々私も勉強を教えたり、遊んだりしていた。楽しそうな顔を、写真に収めるのがとても好きだった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究をしている傍ら、アンヘルと、そこで一緒に暮らしている少女たちの様子も見ることが多かった。その少女らと遊ぶのは、私の癒しだった。この幸せが続けばいいのに。…外は、戦争の足音がこの街にも迫ってきていた。

2 0 2

2 1 3

0 1 1

たからもの

アンヘル

フルール

ルムア

アレル

依存

執着

信頼

恋心

感謝

3

2

2

2

1

1

パーツとして所持。破壊で狂気点+1

独占→信頼

憐憫→感謝
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死人の流儀
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1ターンに1回、射程内の他姉妹が「アクション」マニューバを宣言した際、合意の上で自身の行動値を1減らす代わり、宣言されたマニューバのコストを0としてよい。

ダメージを受けている際のみ使用可。妨害3

コストの代わりに、あなたは任意の基本パーツ1つを損傷する。支援2か妨害2

戦闘終了時、あなたを含む姉妹全員、損傷している【はらわた】を修復してよい。

使用済みの「ラピッド」「ジャッジ」「ダメージ」のマニューバ1つ、再使用可能にする。
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1

肉弾攻撃１

自身に対しては使用不可。移動1

対象の姉妹1体と対話判定を行ってよい。

輪っかの形に結んだ縄

肉弾攻撃１

支援１

移動１

支援2か妨害2

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1

なし

なし

このパーツが戦闘終了時に破壊されていなければ、自分以外の姉妹の損傷している基本パーツを合計3つ選んで損傷前の状態に戻してもよい。

支援1

支援2

移動妨害1

思い出した
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